
 

 

 
   
   

 

 

 

 
 

 

 梅雨明けという時節柄、厳しい暑さが予想されたため、いつもは午後から行

う森づくり活動を午前に早めました。朝の時間帯のためか、木に覆われている

からかはわかりませんが、覚悟していたほどの暑さは感じませんでした。 

 森の中は見渡す限りネザサが覆っていましたが、竹の支柱を目印に今春植樹 

した苗木の周辺を刈り取ると、埋もれていた苗木の姿を確認できました。多く 

の苗木が育っていたことは大変嬉しく、今後の活動の励みとなりました！ 

 「食べられる？いや～無理。毒キノコ？」と言いながら、きのこを見つけた 

り、顔をやぶ蚊に刺されるなど、自然を実感した半日でした。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

森の世話人：株式会社上組 

活 動 日：平成 26年 7月 26日（土） 

活動の励み 

刈り込むうちにかなりすっきりと！ ネザサの群落。苗木はどこ？ 木々に遮られる強い日差し 

春に植樹したイロハモミジ 

こんなきのこをいっぱい発見！ 本日の参加者全員 
 


